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 2

わ
が
国
で
「
核
な
き
世
界
」
と
は
、
核
兵
器
の
使
用
禁
止
・
廃
絶
を
意
味
し
て

き
た
。
原
子
力
の
「
軍
事
利
用
」
＝
核
兵
器
に
は
原
水
禁
運
動
な
ど
平
和
運
動
が

取
り
組
ん
で
き
た
が
、「
平
和
利
用
」
＝
原
子
力
発
電
の
問
題
は
視
野
の
外
に
お

か
れ
て
き
た
。
そ
こ
に
は
日
本
の
社
会
主
義
が
、
近
代
化
と
経
済
成
長
を
求
め
、

「
社
会
主
義
で
こ
そ
平
和
利
用
」
と
夢
見
て
き
た
歴
史
が
投
影
さ
れ
て
い
た
。「
社

会
主
義
と
原
子
力
」
の
観
点
か
ら
「
ヒ
ロ
シ
マ
か
ら
フ
ク
シ
マ
へ
」
を
見
直
す
必

要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。
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１
　
非
核
平
和
都
市
宣
言
に
見
る
日
本
の
「
非
核
」
と
「
脱
原
発
」

「
核
な
き
世
界
」
に
原
発
は
必
要
か
？

な
ぜ
、
社
会
主
義
と
原
子
力
な
の
か
。
二
〇
一
一
年
三
月
一
一
日
の
東
日
本
大
震
災
・
福
島
第
一
原
発
事
故
は
、

東
北
地
方
の
多
く
の
人
々
の
居
住
環
境
・
生
活
環
境
を
根
こ
そ
ぎ
変
化
さ
せ
た
。
そ
れ
は
、
被
災
者
に
と
っ
て
、
二

〇
世
紀
の
戦
争
や
革
命
に
匹
敵
す
る
社
会
的
衝
撃
と
生
活
破
壊
を
も
た
ら
し
た
。
原
子
力
を
「
軍
事
利
用
」
と
「
平

和
利
用
」
に
分
け
て
、
核
兵
器
は
「
軍
事
利
用
」
で
破
壊
的
で
危
険
だ
が
、
核
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
発
電
の
た
め
に
用
い

る
「
平
和
利
用
」
は
建
設
的
で
安
全
だ
と
い
う
考
え
方
が
、
か
つ
て
世
界
で
も
日
本
で
も
支
配
的
だ
っ
た
。
し
か
し
、

そ
う
し
た
二
元
論
は
、
根
本
的
に
再
検
討
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

「
原
子
力
の
平
和
利
用
」
と
そ
の
中
核
と
し
て
の
原
子
力
発
電
は
、
一
九
五
三
年
一
二
月
の
ア
メ
リ
カ
大
統
領
ア

イ
ゼ
ン
ハ
ワ
ー
の
国
連
総
会
演
説
「
ア
ト
ム
ズ
・
フ
ォ
ー
・
ピ
ー
スA

tom
s	for	Peace

」
で
世
界
に
広
ま
る
が
、

こ
う
し
た
原
子
力
の
両
義
性
は
、
も
と
も
と
「
原
子
力A

tom
ic

〔N
uclear

〕	Energy

〔Pow
er

〕」
の
概
念
が
生
ま
れ

た
二
〇
世
紀
初
め
か
ら
つ
き
ま
と
っ
て
い
た
。「
原
子
力
の
平
和
利
用
」
は
、
社
会
主
義
の
勢
力
が
、
と
り
わ
け
強

調
し
て
き
た
も
の
だ
っ
た
。
特
に
日
本
語
で
は
、「
核
」
と
い
え
ば
原
水
爆
の
核
兵
器
を
さ
し
、
原
子
力
発
電
を
含

ま
な
い
場
合
が
多
い
。
核
兵
器
に
反
対
す
る
運
動
は
反
核
運
動
だ
が
、
反
原
発
運
動
は
含
ま
ず
、「
唯
一
の
被
爆
国
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だ
か
ら
こ
そ
平
和
利
用
」
と
い
う
考
え
が
支
配
的
だ
っ
た
。

原
水
爆
禁
止
に
賛
成
し
「
核
な
き
世
界
」
を
め
ざ
す
自
治
体
は
、「
非
核
平
和
都
市
」
と
名
乗
る
。
そ
の
「
非
核

平
和
宣
言
」
を
出
し
て
い
る
市
町
村
が
、
原
発
立
地
自
治
体
で
あ
っ
た
り
す
る
。
多
く
は
社
会
党
・
共
産
党
な
ど
社

会
主
義
を
め
ざ
す
革
新
勢
力
に
よ
っ
て
議
会
に
提
案
さ
れ
た
。
そ
の
歴
史
的
展
開
が
、
実
は
日
本
の
平
和
運
動
が
長

く
引
き
摺
っ
て
き
た
「
原
爆
反
対
、
原
発
歓
迎
」
を
、
端
的
に
反
映
し
て
い
る
。

非
核
平
和
都
市
は
原
水
爆
禁
止
運
動
か
ら

世
界
で
最
初
に
非
核
自
治
体
を
宣
言
し
た
の
は
、
愛
知
県
の
半
田
市
で
、
一
九
五
八
年
の
市
議
会
「
原
水
爆
実
験

禁
止
並
び
に
核
兵
器
持
込
み
反
対
核
非
武
装
宣
言
に
関
す
る
決
議
」
で
あ
っ
た
。	

人
類
は
い
ま
多
く
の
科
学
者
も
指
摘
す
る
如
く
、
核
実
験
と
核
兵
器
武
装
に
よ
る
原
爆
死
か
、
実
験
禁
止
協
定
と
平
和
共

存
に
よ
る
繁
栄
か
と
い
う
ひ
と
つ
の
岐
路
に
た
っ
て
い
ま
す
。	

本
議
会
は
平
和
を
愛
す
る
七
万
市
民
の
世
論
に
応
え
昨
年

三
月
二
十
日
の
本
会
議
で
原
水
爆
実
験
の
即
時
中
止
に
関
す
る
決
議
を
行
い
、
政
府
国
会
に
そ
の
意
思
を
厳
粛
に
通
告
す
る

と
と
も
に
原
水
爆
禁
止
第
三
回
世
界
大
会
に
二
名
の
市
民
代
表
を
派
遣
し
ま
し
た
。	

…
…
本
議
会
は
人
類
の
生
存
を
お
び

や
か
す
実
験
を
止
め
さ
せ
、
核
兵
器
持
込
を
許
さ
ぬ
た
め
七
万
市
民
の
期
待
に
応
え
次
の
各
項
を
厳
粛
に
確
認
し
決
議
と
す

る
。

（
一
）政
府
は
次
の
こ
と
を
速
や
か
に
実
現
さ
せ
る
た
め
努
力
す
る
こ
と
。	

（
イ
）米
、
英
両
国
に
原
水
爆
の
実
験
を
即
時
全

面
的
に
停
止
し
、
東
西
首
脳
会
談
を
開
い
て
実
験
禁
止
協
定
が
速
や
か
に
結
ば
れ
る
よ
う
努
力
す
る
こ
と
。	

（
ロ
）日
本
本
土
、



5 序章　現代日本における「非核・平和」

沖
縄
へ
の
核
兵
器
の
持
込
を
さ
せ
な
い
よ
う
速
や
か
に
米
国
と
協
定
を
結
ぶ
こ
と
。	

（
ハ
）日
本
の
「
核
非
武
装
宣
言
」
を

行
い
自
衛
隊
の
核
兵
器
武
装
化
を
行
わ
な
い
こ
と
を
世
界
に
宣
言
す
る
こ
と
。	

（
二
）本
議
会
は	

（
イ
）八
月
東
京
で
開
か
れ
る
原
水
爆
禁
止
第
四
回
世
界
大
会
を
支
持
し
代
表
を
送
る
。	

（
ロ
）核
兵
器
実
験

を
続
け
る
国
々
に
即
時
実
験
禁
止
を
要
請
す
る
。	

（
ハ
）本
市
は
永
久
に
核
兵
器
に
よ
る
武
装
化
が
さ
れ
な
い
こ
と
を
保
障

し
半
田
市
の
「
核
非
武
装
宣
言
」
を
行
う
。	

右
決
議
す
る
。	

昭
和
三
十
三
年
六
月
六
日　

半
田
市
議
会

こ
れ
が
英
国
マ
ン
チ
ェ
ス
タ
ー
市
か
ら
世
界
的
な
運
動
と
な
り
、
日
本
で
も
全
国
の
市
町
村
に
広
が
る
の
は
、
一

九
八
〇
年
代
の
こ
と
で
あ
る
。
二
〇
一
二
年
夏
の
時
点
で
、
非
核
平
和
都
市
宣
言
は
、
全
国
一
七
八
九
自
治
体
の
八

七
％
に
相
当
す
る
一
五
五
六
自
治
体
が
制
定
し
て
い
る
。
た
だ
し
原
発
立
地
が
集
中
す
る
福
井
県
は
、
美
浜
町
、
お

お
い
町
、
高
浜
町
等
に
宣
言
が
な
く
、
宣
言
率
五
五
・
六
％
と
低
い
。
そ
れ
が
原
爆
と
原
発
の
関
係
を
ど
れ
だ
け
意

識
し
て
い
る
か
は
定
か
で
な
い
が
。

最
も
一
般
的
な
の
は
、
半
田
市
の
先
駆
的
事
例
に
あ
る
よ
う
に
、
核
兵
器
に
つ
い
て
の
み
簡
潔
に
記
す
か
た
ち
で

あ
る
。
例
え
ば
一
九
八
四
年
の
東
京
都
国
分
寺
市
「
非
核
平
和
都
市
宣
言
」
は
、「
世
界
の
恒
久
平
和
は
、
人
類
共

通
の
願
い
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
核
軍
備
拡
大
は
激
化
の
一
途
を
た
ど
り
新
た
な
核
戦
争
の
危
機
を
は
ら
ん
で
い

る
。
私
た
ち
は
戦
争
に
よ
る
世
界
最
初
の
被
爆
国
の
国
民
と
し
て
平
和
憲
法
の
精
神
に
の
っ
と
り
核
兵
器
の
廃
絶
と

世
界
の
軍
備
縮
小
に
向
け
積
極
的
な
役
割
を
果
た
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
わ
が
国
分
寺
市
は
世
界
の
平
和
と
人
類

の
幸
福
を
希
求
し
、
日
本
の
国
是
と
も
い
う
べ
き
非
核
三
原
則
の
遵
守
と
地
球
上
よ
り
す
べ
て
の
核
兵
器
の
廃
絶
を

求
め
る
も
の
で
あ
る
。
国
分
寺
市
の
地
上
・
上
空
を
問
わ
ず
、
あ
ら
ゆ
る
国
の
あ
ら
ゆ
る
核
兵
器
の
持
ち
込
み
と
通
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過
を
も
認
め
な
い
こ
と
を
確
認
し
非
核
平
和
都
市
を
宣
言
す
る（
昭
和
五
九
年
八
月
六
日
）」
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

「
原
子
力
の
平
和
利
用
」
が
「
非
核
平
和
」
の
象
徴
？

日
本
最
初
の
原
発
を
抱
え
る
茨
城
県
東
海
村
は
、
早
い
段
階
で
非
核
平
和
宣
言
を
出
し
た
。
一
九
八
六
年
に
制
定

し
た
宣
言
に
、「
村
が
原
子
力
関
連
施
設
を
受
け
入
れ
た
の
は
、
原
子
力
基
本
法
の
精
神
を
堅
持
し
、
平
和
の
目
的

に
限
っ
て
原
子
力
の
研
究
・
開
発
及
び
利
用
を
進
め
る
こ
と
を
確
認
し
た
上
で
の
こ
と
」
と
明
記
し
た
。

東
海
村　

原
子
力
平
和
利
用
推
進
・
核
兵
器
廃
絶
宣
言
の
村

世
界
の
平
和
は
全
人
類
の
願
い
で
あ
り
、
原
子
力
の
平
和
利
用
は
人
類
の
生
存
と
繁
栄
の
た
め
更
に
推
進
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
日
本
が
原
子
力
の
平
和
利
用
に
踏
み
切
り
、
東
海
村
が
原
子
力
関
連
諸
施
設
の
設
置
を
受
け
入
れ
た
の
は
、
原
子

力
基
本
法
の
精
神
を
堅
持
し
、
平
和
の
目
的
に
限
っ
て
原
子
力
の
研
究
・
開
発
及
び
利
用
を
進
め
る
と
い
う
こ
と
を
確
認
し

た
上
で
の
こ
と
で
あ
る
。
し
か
る
に
核
兵
器
保
有
国
間
の
果
て
し
な
い
核
軍
備
拡
張
競
争
は
、
今
や
人
類
の
脅
威
で
あ
り
憂

う
べ
き
状
況
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
時
に
あ
た
り
、
唯
一
の
核
被
爆
国
と
し
て
全
世
界
に
対
し
、
原
子
力
の
平
和
利
用
と
核
兵
器
廃
絶
の
実
現
に

向
け
て
訴
え
続
け
る
こ
と
は
、
東
海
村
に
住
む
わ
れ
わ
れ
に
と
っ
て
大
き
な
使
命
で
あ
る
。
よ
っ
て
、
東
海
村
民
は
世
界
の

す
べ
て
の
国
に
向
け
、
原
子
力
の
平
和
利
用
推
進
と
核
兵
器
の
廃
絶
を
こ
こ
に
宣
言
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

	

昭
和
六
一
年
六
月
二
六
日　

東
海
村

も
っ
と
も
「
村
民
憲
章
」
に
「
わ
た
く
し
た
ち
は
ゆ
か
し
い
歴
史
と
原
子
の
火
に
生
き
る
東
海
の
村
民
で
す
」
と
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あ
る
東
海
村
で
も
、
二
〇
一
一
年
三
月
一
一
日
の
福
島
第
一
原
発
事
故
を
受
け
て
、
当
時
の
村
上
達
也
村
長
は
、

「
日
本
は
原
発
を
技
術
的
に
つ
く
る
能
力
は
あ
る
が
、
原
発
を
き
ち
ん
と
管
理
で
き
る
組
織
体
制
を
つ
く
れ
て
い
な

い
」
と
し
て
「
脱
原
発
」
へ
と
舵
を
き
り
、「
脱
原
発
を
め
ざ
す
首
長
会
議
」（
三
八
都
道
府
県
八
六
名
、
元
職
一
四
名
を

含
む
、
二
〇
一
三
年
四
月
現
在
）の
世
話
人
に
な
っ
た
。

も
う
一
つ
の
パ
タ
ー
ン
は
、
核
兵
器
の
危
険
性
を
訴
え
、
核
兵
器
廃
絶
を
柱
に
し
て
「
平
和
利
用
」
を
書
き
添
え

る
か
た
ち
で
あ
る
。
日
本
で
は
一
九
五
四
年
ビ
キ
ニ
水
爆
第
五
福
竜
丸
被
爆
以
降
、
国
会
や
自
治
体
、
平
和
運
動
の

決
議
で
支
配
的
だ
っ
た
「
核
兵
器
反
対
、
原
子
力
は
平
和
の
た
め
に
」
で
あ
る
。
例
え
ば
二
一
世
紀
に
入
っ
て
の
静

岡
県
掛
川
市
の
非
核
平
和
都
市
宣
言
に
は
、「
原
子
力
の
平
和
利
用
の
推
進
」
が
入
っ
て
い
る
。

世
界
の
恒
久
平
和
は
、
人
類
の
強
い
願
い
で
あ
る
。
わ
が
国
は
、
世
界
で
唯
一
の
核
被
爆
国
と
し
て
、
あ
の
惨
禍
を
二
度

と
繰
り
返
す
こ
と
の
な
い
よ
う
、
全
世
界
に
被
爆
の
恐
ろ
し
さ
、
苦
し
み
を
訴
え
続
け
て
き
た
。
し
か
る
に
、
核
軍
備
の
拡

大
は
依
然
と
し
て
続
け
ら
れ
、
今
や
人
類
の
生
存
に
深
刻
な
脅
威
を
与
え
る
に
至
っ
て
い
る
。

掛
川
市
は
、
こ
の
か
け
が
え
の
な
い
地
球
の
平
和
と
美
し
い
自
然
を
守
る
た
め
、
わ
が
国
に
お
け
る
非
核
三
原
則
の
堅
持
、

全
世
界
の
核
兵
器
の
廃
絶
と
軍
縮
に
向
け
不
断
の
努
力
を
す
る
こ
と
を
誓
う
と
と
も
に
、
原
子
力
の
平
和
利
用
の
推
進
を
訴

え
、
こ
こ
に
非
核
平
和
都
市
た
る
こ
と
を
宣
言
す
る
。　

	

平
成
一
九
年
三
月
二
三
日　

掛
川
市

三
・
一
一
を
経
た
脱
原
発
「
非
核
平
和
都
市
」
の
出
現

そ
し
て
、
二
〇
一
一
年
三
・
一
一
フ
ク
シ
マ
の
悲
劇
を
経
る
こ
と
に
よ
り
、
よ
う
や
く
「
非
核
」
に
「
脱
原
発
」
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の
意
味
を
加
え
よ
う
と
い
う
動
き
が
現
れ
て
き
た
。
例
え
ば
、
東
京
都
多
摩
市
の
非
核
平
和
都
市
宣
言
で
あ
る（
二

〇
一
一
年
一
一
月
一
日
）。

多
摩
市
非
核
平
和
都
市
宣
言

多
摩
市
は
、
こ
の
緑
豊
か
な
土
地
に
生
ま
れ
育
ち
、
あ
る
い
は
全
国
各
地
か
ら
夢
と
希
望
を
持
っ
た
、
多
く
の
人
た
ち
が

集
ま
っ
て
で
き
た
ま
ち
で
す
。
私
た
ち
は
、
太
陽
の
光
あ
ふ
れ
る
こ
の
多
摩
市
で
、
穏
や
か
な
日
々
の
生
活
を
平
和
だ
と
感

じ
て
暮
ら
し
て
い
ま
す
。
こ
の
暮
ら
し
の
な
か
で
、
い
つ
し
か
広
島
・
長
崎
の
記
憶
が
薄
れ
つ
つ
あ
り
、
世
界
に
は
今
も
た

く
さ
ん
の
核
兵
器
が
存
在
す
る
と
知
り
な
が
ら
、
平
和
は
失
わ
れ
や
す
い
こ
と
を
忘
れ
か
け
て
い
ま
し
た
。			

平
成
二
三
年
三
月
の
東
日
本
大
震
災
と
福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
事
故
に
、
私
た
ち
は
多
く
の
こ
と
を
学
び
ま
し
た
。
自

然
の
力
に
対
す
る
謙
虚
さ
を
忘
れ
、
人
間
の
科
学
技
術
を
過
信
し
て
い
た
こ
と
。
安
全
と
言
わ
れ
て
い
た
原
子
力
発
電
所
か

ら
、
ひ
と
た
び
事
故
が
起
こ
れ
ば
大
量
の
放
射
性
物
質
が
拡
散
さ
れ
、
大
事
に
育
て
築
い
て
き
た
も
の
が
、
た
ち
ま
ち
奪
わ

れ
う
る
こ
と
を
。			

私
た
ち
は
、
人
と
人
と
の
絆
を
大
切
に
し
、
原
子
力
に
代
わ
る
、
人
と
環
境
に
優
し
い
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
大
事
に
し
て
い
き

ま
す
。
そ
し
て
、
戦
争
が
な
く
、
放
射
能
被
害
の
な
い
平
和
な
世
界
に
向
け
て
、
み
ん
な
が
笑
顔
で
、
多
様
な
い
の
ち
が
に

ぎ
わ
う
ま
ち
を
、
多
摩
市
か
ら
実
現
し
て
い
き
ま
す
。	

現
在
、
そ
し
て
未
来
の
子
ど
も
た
ち
に
戦
争
の
悲
劇
と
平
和
の
大

切
さ
を
伝
え
、
他
の
都
市
と
と
も
に
世
界
の
人
々
と
手
を
た
ず
さ
え
て
、
全
て
の
核
兵
器
の
廃
絶
と
平
和
な
社
会
を
求
め
る

た
め
に
、
こ
こ
に
多
摩
市
が
非
核
平
和
都
市
で
あ
る
こ
と
を
宣
言
し
ま
す
。

戦
後
日
本
で
平
和
運
動
を
担
っ
て
来
た
中
心
に
は
、
社
会
主
義
を
め
ざ
す
政
治
勢
力
、
具
体
的
に
は
日
本
社
会
党
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（
現
在
の
社
会
民
主
党
の
前
身
）、
日
本
共
産
党
、
お
よ
び
そ
の
影
響
下
の
労
働
組
合
運
動
・
住
民
運
動
や
青
年
学
生
・

女
性
運
動
が
あ
っ
た
。
非
核
平
和
都
市
宣
言
の
広
が
り
も
、
い
わ
ゆ
る
戦
後
革
新
勢
力
の
地
方
議
会
等
で
の
働
き
か

け
に
よ
る
と
こ
ろ
が
大
き
い
。
そ
こ
で
保
守
勢
力
を
含
め
、
誰
も
が
反
対
で
き
な
い
論
理
で
宣
言
を
出
せ
た
の
は
、

そ
れ
が
核
兵
器
の
み
の
廃
絶
で
、
核
エ
ネ
ル
ギ
ー
＝
原
子
力
発
電
は
視
野
の
外
に
お
い
た
か
ら
で
あ
っ
た
。

そ
し
て
そ
れ
は
、
政
治
的
思
惑
で
は
ず
し
た
の
で
は
な
く
、
日
本
の
社
会
主
義
が
、
原
水
爆
に
反
対
で
あ
る
が
ゆ

え
に
、「
原
子
力
の
平
和
利
用
」
を
素
朴
に
真
剣
に
願
い
、
信
じ
続
け
た
結
果
で
あ
っ
た
。
個
々
の
原
発
立
地
・
建

設
に
反
対
し
、
事
故
隠
し
や
事
故
対
応
を
批
判
す
る
こ
と
は
あ
っ
て
も
、
そ
れ
ら
を
戦
争
と
平
和
の
問
題
に
結
び
つ

け
、
社
会
主
義
と
恒
久
平
和
の
関
係
を
深
く
掘
り
下
げ
る
こ
と
は
稀
で
あ
っ
た
。
そ
の
根
拠
を
戦
前
に
ま
で
遡
り
検

討
す
る
の
が
、
本
書
の
課
題
の
ひ
と
つ
で
あ
る
。

２
　「
原
子
力
の
平
和
利
用
」
は
可
能
か
？

★

―
―

★「
文
明
の
暴
力
」
と
し
て
の
原
子
力

被
曝
労
働
が
つ
き
ま
と
う
原
子
力

★

―
―

★「
核
と
人
類
は
共
存
で
き
な
い
」

「
原
子
力
の
平
和
利
用
」
と
い
う
考
え
方
は
、
な
ぜ
、
ど
の
よ
う
に
し
て
生
ま
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
？　

そ
の
中

心
で
あ
る
原
子
力
発
電
所
は
、
一
九
七
九
年
の
米
国
ス
リ
ー
マ
イ
ル
島
、
一
九
八
六
年
の
旧
ソ
連
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ

の
原
発
事
故
を
受
け
て
、
欧
米
先
進
国
の
多
く
が
新
規
建
設
を
断
念
し
た
。
し
か
し
、「
唯
一
の
被
爆
国
」
と
歴
代

首
相
が
幾
度
も
国
際
社
会
で
繰
り
返
し
て
き
た
日
本
で
は
、
な
ぜ
「
安
全
神
話
」
を
疑
わ
ず
、
い
っ
そ
う
原
発
依
存
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度
を
高
め
、
フ
ク
シ
マ
の
悲
劇
に
い
た
っ
た
の
だ
ろ
う
か
？

原
子
力
の
歴
史
、
と
り
わ
け
日
本
に
お
け
る
原
爆
・
原
子
力
観
と
原
子
力
発
電
導
入
の
政
治
過
程
を
調
べ
て
い
く

と
、
原
爆
と
原
発
の
問
題
は
、
人
類
と
文
明
の
将
来
を
揺
る
が
す
決
定
的
リ
ス
ク
で
あ
り
な
が
ら
、
さ
ま
ざ
ま
な

「
神
話
」
に
よ
っ
て
粉
飾
さ
れ
、
覆
い
隠
さ
れ
て
き
た
こ
と
が
見
え
て
く
る
。
フ
ク
シ
マ
の
悲
劇
の
地
点
か
ら
想
像

力
を
働
か
せ
る
と
、
ヒ
ロ
シ
マ
の
被
爆
者
森
瀧
市
郎
が
「
非
核
文
明
」
を
唱
え
、
一
九
七
〇
年
代
か
ら
日
本
の
平
和

運
動
の
中
で
繰
り
返
し
て
き
た
叫
び
、「
核
と
人
類
は
共
存
で
き
な
い
」
が
リ
ア
リ
テ
ィ
を
持
っ
て
迫
っ
て
く
る
。

福
島
第
一
原
発
は
、
事
故
か
ら
二
年
半
以
上
た
っ
て
も
、
収
束
し
て
い
な
い
。
東
京
電
力
・
政
府
・
国
会
・
民
間

の
事
故
調
査
委
員
会
報
告
書
が
出
さ
れ
た
が
、
全
電
源
喪
失
の
原
因
が
地
震
で
あ
っ
た
か
津
波
で
あ
っ
た
か
も
定
か

で
な
い
。
一
―
四
号
機
の
そ
れ
ぞ
れ
の
内
部
が
ど
の
よ
う
な
状
態
で
あ
る
か
も
は
っ
き
り
し
な
い
。
た
だ
冷
水
に
よ

っ
て
冷
や
し
続
け
な
け
れ
ば
、
再
び
放
射
性
物
質
拡
散
の
危
険
が
あ
る
こ
と
だ
け
は
は
っ
き
り
し
て
い
る
。
毎
日
膨

大
な
汚
染
水
が
は
き
出
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
保
全
と
修
復
の
た
め
に
、
数
千
人
の
労
働
者
が
被
曝
し
て
い
る
。
お
お

む
ね
東
京
電
力
の
社
員
で
は
な
い
。
二
〇
一
一
年
三
月
一
一
日
の
事
故
発
生
時
、
福
島
第
一
原
発
に
は
六
四
一
五
人

が
い
た
。
そ
の
う
ち
東
京
電
力
の
社
員
は
吉
田
昌
郎
所
長
以
下
七
五
五
人
で
、
五
六
六
〇
人
は
「
協
力
会
社
」
社
員

で
あ
っ
た
。
こ
の
九
割
近
い
東
電
以
外
の
労
働
者
、
全
国
か
ら
手
配
師
に
よ
り
集
め
ら
れ
た
非
正
規
雇
用
労
働
者
が
、

二
次
・
三
次
下
請
け
以
下
「
協
力
会
社
」
の
杜
撰
な
管
理
の
も
と
で
、
線
量
計
を
も
た
な
か
っ
た
り
、
被
曝
限
度
を

こ
え
た
り
し
な
が
ら
、
日
々
「
ヒ
バ
ク
シ
ャ
」
に
加
わ
っ
て
い
る
。

原
子
力
＝
核
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
「
文
明
の
利
器
」
で
は
な
く
「
文
明
の
凶
器
」
で
あ
る
第
一
の
理
由
は
、
原
爆
で
あ




